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H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度
件数
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422,940
（93件）
1,605,685
（157件）
1,438,742
（243件）
1,665,205
（302件）
1,782,446
（323件）
（注）各大学が受入れた共同研究、受託研究、奨学寄附金及びFAISが受入
れた外部資金の合計
（出所）北九州産業学術推進機構（FAIS）
　大学の研究成果が産業界に反映されるように、FAISはTLO（Technology 
Licensing Organization, 技術移転組織）事業にも取り組んできた。北九州TLO
は1998年に経済産業省と文部科学省が策定した大学等技術移転促進法（TLO
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法）に基づいて設立された。この組織はFAIS内に設置され地域の７大学・１
高専の技術シーズを扱っている点が特徴である。北九州TLOが大学教員の研
究シーズを特許化し、特許化したものを企業に提供している。そして大学と企
業との間に立って知的財産を移転する。取り扱う案件は学術研究都市に限らな
い。TLO事業における特許出願数および移転実績を図３に示している。知的
財産の視点から、これから教員の研究が地域に貢献できるようするための機能
を整備することは非常に重要である。
　現在、北九州TLOの所有する202件の特許のうち、91件は何らかの形で企業
に使用されている。移転の割合が非常に高く、全国40のTLO組織のなかでも
上位の実績を誇っている（図４参照）。
　北九州学術研究都市の産学連携が様々な形で成果が具現化されつつある。例
えば、ジーダットイノベーション社と北九州大学とは「会話型高速素子自動配
置」の共同開発に成功している。この成果は、LSIオブザイヤー 2003優秀賞の
受賞までに至っている。大学発ベンチャーの創出はもう１つ重要な成果であ
る。これまで、学術研究都市内でジオクラスター、キットヒット、NSCoreな
ど、９社のベンチャー企業が立ち上がった。事業分野は半導体やバイオ、医療
関係など多岐にわたっている。
図４　TLO事業の実績
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（注）移転件数＝譲渡契約、実施許諾契約、オプション契約
（出所）同上
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６．おわりに〜アジアの中核的な研究拠点として
　北九州が国際的なテクノロジー都市を目指すという構想のもと、学術研究都
市はアジアの中核的な学術研究拠点として積極的に国際的な学術交流を図って
いる。留学生が勉強と研究に専念できるように、宿舎、奨学金制度などを整え
ている。学術研究都市内の大学はそれぞれアジア大学との交流協定を結び、
様々な共同研究を発足している。各大学がアジアの大学と共同研究を行う場
合、FAISから助成金を提供し研究を促進している。アジアの大学との交流だ
けではなく、平成16年にFAISは台湾・新竹科学園区（サイエンス・パーク）
および南部科学園区と交流協定を結んだ。現在に至るまでに、北九州学術研究
都市と台湾との間ですでに講演やセミナーの開催といった交流を行っている。
　台湾サイエンス・パークとの提携についてふれると、今後の１つの動きとし
て、12月に「半導体ビジネスワークショップ2006 in 台湾」を開催する予定で
ある。学術研究都市の企業が台湾の企業や大学と新たな交流・研究を図るよう
に、今後ともイベントを立ち上げていく。

